
船舶事故調査報告書 

平成３０年７月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成３０年３月１１日 １０時０３分ごろ 

発生場所 北海道苫小牧
と ま こま い

市苫小牧港 

 苫小牧港西防波堤灯台から真方位００６°１.１海里付近 

 （概位 北緯４２°３８.３′ 東経１４１°３７.３′） 

事故の概要  自動車運搬船ふがく丸は、着岸作業中、岸壁に衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年４月１２日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

自動車運搬船 ふがく丸、１１,５７３トン 

 １３４４４０、株式会社フジトランスコーポレーション、鹿児島船

舶株式会社（船舶借入人） 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

機関長、二級（機関） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 右舷船尾部外板に凹損 

岸壁 防舷材及びコンクリ－トに擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

 事故の経過 本船は、船長及び機関長ほか１２人が乗り組み、完成車等を積載

し、平成３０年３月９日２１時１０分ごろ苫小牧港に向けて愛知県名

古屋港を出港した。 

本船は、約６ノットの対地速力とし、入船左舷着けの予定で、苫小

牧港西ふ頭３号岸壁に向けて着岸作業中、船長が、同ふ頭１号岸壁付

近で操縦ハンドルを後進としたが、主機が後進に始動せず、その後、

３回後進を試みたものの始動できなかったので、右錨を投錨し､バウ

及びスターンスラスタ使用して右回頭を行い、岸壁への衝突を避けよ

うとしたものの、左舷船尾部が同３号岸壁を通過した後、１１日１０

時０３分ごろ右舷船尾部が同３号岸壁に衝突した。 

本船は、機関整備業者が主機の点検を行ったところ、始動空気管制

器（主機を始動する際、始動空気（圧縮空気）を送るシリンダを決め

る装置）のピストン弁の一部に曲がりが生じており、同ピストン弁が

作動しなかったので、始動空気がシリンダ内に入らず、主機が後進に

始動しなかったことが判明した。 

分析 本船は、苫小牧港で着岸作業中、始動空気管制器のピストン弁の一

部に曲がりが生じていたことから、主機が後進に始動せず、同港西ふ

頭３号岸壁に衝突したものと考えられるが、始動空気管制器のピスト



ン弁に曲がりが生じた状況については、明らかにすることができなか

った。 

原因 本事故は、本船が、苫小牧港で着岸作業中、始動空気管制器のピス

トン弁の一部に曲がりが生じていたため、主機が後進に始動せず、同

港西ふ頭３号岸壁に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・始動空気管制器の開放整備を年に１回行うなど、定期的に整備を

行うこと。 

 ・着岸作業前、主機の後進始動テストを行うこと。 

 


